
2

ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ
た
ん
、
お
い
し
く
な
あ
れ
！

ひ
の
っ
こ
保
育
所
で
も
ち
つ
き

重たい杵を振り下ろしておいしいおもちに

　
1
月
10
日
、
ひ
の
っ
こ
保
育
所
で
、
も
ち

つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
の
か
け
声
に

合
わ
せ
、
ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ
た
ん
と
も
ち
を
つ

く
音
が
響
き
渡
っ
た
遊
戯
室
。
保
護
者
の
方

も
2
人
参
加
し
、
園
児
た
ち
と
と
も
に
も
ち

を
つ
き
ま
し
た
。
も
ち
を
つ
い
て
い
る
間
に

は
、「
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
！
」
と
い
う

声
援
も
。
重
た
い
き
ね
と
う
す
を
使
っ
て
、

園
児
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
も
ち
米
を
つ

き
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
は
、
園
児
た
ち
の
手

で
丁
寧
に
丸
め
ら
れ
、
昼
食
に
お
雑
煮
と
し

て
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

家
内
安
全
・
無
病
息
災
を
願
う

黒
坂
地
区
で
と
ん
ど
さ
ん

火を囲み一年の無事を祈る

　
一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
地
域
行
事
、
と

ん
ど
さ
ん
が
、
1
月
12
日
、
黒
坂
地
区
連
合

区
会（
坪
倉
敏
会
長
）主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
旧
黒
坂
小
学
校
校
庭
に

は
、
黒
坂
地
区
な
ど
か
ら
多
く
の
人
が
正
月

飾
り
や
書
き
初
め
な
ど
を
持
っ
て
集
ま
り
ま

し
た
。

　
神
事
の
後
、
校
庭
の
中
央
で
地
域
の
住
民

や
子
ど
も
に
よ
る
火
入
れ
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
燃
え
さ
か
る
炎
に
家
内
安
全
や
無
病
息

災
な
ど
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞

わ
れ
、
地
域
住
民
ら
は
交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

第２回 オシドリオシドリフォトコンフォトコン

　1月 31日、オシドリ観察小屋で、第 2回オシドリフォトコ
ン表彰式が行われました。
　オシドリ観察小屋や日野町内で撮影されたオシドリをテーマ
とした今回のコンテスト。当日は、入賞された撮影者の皆さん
に、﨏田町長から賞状と景品が手渡されました。
　表彰された作品は、3月31日までオシドリ観察小屋で展示し
ています。ぜひ、ご覧ください。

表彰式表彰式

《最優秀賞》

◀﨏田町長から賞状を贈られた吉野さん

作品名：ちょちょちょ近すぎるよ…
撮影者：吉野英樹（岡山県津山市）

総応募数：33点
（1）一般：20点
（2）SNS：13点

《出品点数》

【最優秀賞：1点】吉野英樹（岡山県津山市）
【優秀賞：4点】吉野由紀江（岡山県津山市）、矢﨑勇（岡山市）、
山根浩稀（日野町）、Y.K（山口県）

【入賞：5点】細田眞徳（江府町）、
大島正宗（Instagram）、
小迫奈美（和歌山市）、
長谷川義久（米子市）、
生田展久（Ｘ（旧 Twitter））
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　「結団式の日は何時も雪だな～」
　12月 19日、菅福除雪隊の結団式を行いました。
6時 34 分の始発電車に間に合わせることを確認
して、対象となる高齢者の方々のお宅を確認して、
防火水槽の場所を確認して、昨年から一人増えた
14名の隊員が菅福の冬の生活を守ります。
　「えいえいおー！」明け方から降り始めた雪が解
けてビチャビチャになった上菅駅前の広場で、7
台の除雪機を前に気勢を上げました。
　昨年の出勤日は
4日。国道 180 号
線、183 号線の歩
道の総除雪距離は
2,650㍍でした。今
年の冬も、よろし
くお願いします。

集落支援員
だより 担当地区：菅福

佐々木 良明佐々木 良明
SASAKI RYOUMEISASAKI RYOUMEI

新
年
恒
例
、
寒
さ
に
負
け
ず
心
身
鍛
錬

日
野
川
で
錬
守
会
館
空
手
寒
げ
い
こ寒空に響く気合の入ったかけ声

　
寒
さ
の
中
で
心
身
を
引
き
締
め
、
今
年
一

年
の
精
進
を
誓
う
、
少
林
寺
流
空
手
道
錬
守

会
館
鳥
取
地
区
本
部
（
舟
越
寛
継
本
部
長
）

に
よ
る
空
手
寒
げ
い
こ
が
、
1
月
26
日
、
町

文
化
セ
ン
タ
ー
と
日
野
川
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
郡
内
の
小
学
生
、
中
学
生
な
ど

を
中
心
に
多
く
の
会
員
が
参
加
。
空
手
の
形

の
演
武
や
足
蹴
り
で
の
板
割
り
、
瓦
割
り
な

ど
、
一
年
間
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
家
族
ら
の
声
援
を
背
に
受
け
、

身
を
切
る
冷
た
さ
の
日
野
川
へ
入
水
。「
え

い
っ
、
え
い
っ
」
と
か
け
声
を
合
わ
せ
、
拳

を
突
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

▼あなたの声や地域・職場での話題をお寄せください。★役場企画政策課まで（電話 72‐０３３２）

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
寄
せ
て

日
野
町
関
西
地
区
在
住
者
懇
談
会
「
ひ
の
郷
会
」
総
会

久しぶりに集い、思い出や近況を語らう

　
1
月
18
日
、
関
西
地
区
在
住
の
日
野
町

出
身
者
懇
談
会
「
ひ
の
郷
会
（
仲
田
和
夫

代
表
世
話
人
）」
の
、
令
和
7
年
度
総
会
が

大
阪
市
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　「
ひ
の
郷
会
」
は
、
会
員
の
親
睦
と
日
野

町
と
の
交
流
な
ど
を
目
的
に
、
毎
年
春
の

花
見
会
や
秋
の
交
流
会
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
会
員
18
人
の
う
ち
8
人
が
出

席
。
前
年
度
の
活
動
報
告
や
決
算
報
告
、

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。ま
た
、総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
各
自
の
近
況
な
ど
を

話
し
な
が
ら
、
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

日
野
郡
の
魅
力
を
食
材
で
発
信

日
野
高
校
生
に
町
か
ら
感
謝
状

取り組んだ課題研究の成果を発表

　
1
月
22
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し

て
、
地
域
を
元
気
に
し
て
く
れ
た
日
野
高

校
の
生
徒
に
、
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
の
は
、
日

野
高
校
3
年
の
大
谷
陽
向
さ
ん
、
角
紀
来

良
さ
ん
、川
上
歩
花
さ
ん
、笹
川
優
太
さ
ん
、

針
田
光
さ
ん
の
5
人
で
す
。
5
人
は
高
校

の
課
題
研
究
で
、
日
野
郡
の
食
材
を
使
っ

て
魅
力
を
発
信
す
る
方
法
を
研
究
。
日
野

郡
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た
ガ
レ
ッ
ト
を
ソ

ウ
ル
フ
ー
ド
に
し
よ
う
と
、
開
発
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。


